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歴
史
的
な
出
来
事
が
あ
っ
た
建

物
や
、
著
名
人
が
住
ん
だ
家
に
銘

板
を
設
置
す
る
英
国
発
祥
の
制
度

に
な
ら
い
、
軽
井
沢
町
が
「
ブ
ル

ー
・
プ
ラ
ー
ク
制
度
」
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。
6
月
22
日
、
認
定
式

を
開
き
、
建
物
30
件
の
所
有
者
に

認
定
書
と
銘
板
を
贈
呈
し
た
。
町

教
育
委
員
会
か
ら
委
託
を
受
け
た

軽
井
沢
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
が

昨
年
度
か
ら
、
相
応
し
い
建
物
を

調
査
し
て
い
た
。
A
・
C
・
シ
ョ

ー
の
軽
井
沢
第
一
号
別
荘
を
復
元

し
た
シ
ョ
ー
ハ
ウ
ス
や
、
ヴ
ォ
ー

リ
ズ
建
築
の
軽
井
沢
集
会
堂
な
ど

の
建
物
の
ほ
か
、
軽
井
沢
彫
製
造

の
大
坂
屋
家
具
店
、
明
治
期
か
ら

の
貴
重
な
写
真
を
残
す
土
屋
写
真

店
な
ど
、
軽
井
沢
の
歴
史
を
引
き

継
ぐ
施
設
も
認
定
を
受
け
た
。

2
0
1
9
年
度
ま
で
に
約
1
0
0

件
の
認
定
を
目
指
す
と
い
う
。

　
銘
板
は
英
国
に
な
ら
い
円
形
で

青
色
。
素
材
は
ス
テ
ン
レ
ス
で
、

直
径
30
㌢
、
厚
さ
4
㍉
。
白
字
で
、

建
築
年
や
別
荘
番
号
、
建
物
の
名

称
、
概
要
を
記
し
た
。

　
藤
巻
進
町
長
は
「
時
代
の
変
遷

で
、
貴
重
な
建
物
が
少
し
ず
つ
失

わ
れ
て
い
る
の
が
現
状
。
事
業
を

通
じ
、
歴
史
的
な
建
物
を
少
し
で

も
後
世
に
残
せ
て
い

け
た
ら
」と
話
し
た
。

　
認
定
を
受
け
た
旧

軽
井
沢
の
貸
別
荘
地

前
田
郷
の
本
館
は
、

実
業
家
前
田
栄
次
郎

が
1
9
3
3
年
に
建

築
し
た
建
物
。
当
時

と
し
て
は
珍
し
い
ロ

グ
ハ
ウ
ス
で
、
所
有

者
の
前
田
博
子
さ
ん

は
「
今
と
違
い
、
相

当
苦
労
し
て
建
て
た

も
の
だ
と
思
う
。
そ

の
思
い
を
引
き
継
い

で
い
き
た
い
」
と
思

い
を
語
っ
た
。

歴
史
的
建
造
物
に
銘
板
、
30
件
認
定

江戸懐石を今に伝える宗家、
軽井沢では“週末農民”に

英
国
に
な
ら
い
、
ブ
ル
ー
プ
ラ
ー
ク
制
度

近茶流宗家
柳原料理教室主宰

柳原 一成 さん

認
定
を
受
け
た
建
物
に
掲
げ
ら
れ
る
銘
板
ブ
ル
ー
・

プ
ラ
ー
ク
。

　江戸時代後期の文化文政期、町家

の奥様方が、冠婚葬祭に合わせて用

意した江戸懐石「近茶料理」を今に

伝える。家伝の懐石と包丁道を引き

継ぎ、柳原料理教室（東京・赤坂）

の主宰として、長男で嗣家（しか）

の尚之さんとともに、大勢の門下生

に料理を指導。教室では料理の作り

方のほか、食材や調理道具の扱い方、

膳組作法などについても講義する。

もともと女性の手で興った料理法の

ため、使う出刃包丁も小さめの五寸

（15cm）と決まっている。

 「魚の関節に包丁を入れると、鯛な

どの大きな魚も楽に下ろせます。『柔

よく剛を制す』の技術を応用した、

包丁の使い方が特徴です」

　先代からの軽井沢の山の家に、大

学生の頃から訪れる。自宅のある六

本木は「一日中明るく、夜中でもカ

ラスが鳴く」。軽井沢に来ると「夜

中は真っ暗で、懐中電灯がないと歩

けない。その環境が体に英気を入れ

てくれています」。

　30 年ほど前、発地に畑を借りて

以来、春から秋まで毎週通う“週末

農民”に。トウモロコシにじゃが芋、

長ねぎ、白菜、かぼちゃなど、収穫

した野菜は、自宅や東京の教室で使

い、福祉施設にも寄付している。

町花サクラソウの群生地が消えた！
2015年、メガソーラーの設置場所

　
2
0
1
5
年
に
約
3
万
坪
の
土

地
に
太
陽
光
発
電
施
設
を
造
っ
た

南
軽
井
沢
・
馬
取
の
土
地
に
、
毎

年
咲
い
て
い
た
サ
ク
ラ
ソ
ウ
の
群

生
が
な
く
な
っ
た
こ
と
が
、
近
所

の
人
の
証
言
で
わ
か
っ
た
。

　
サ
ク
ラ
ソ
ウ
の
群
生
地
だ
っ
た

現
場
を
案
内
し
て
く
れ
た
大
畑
晃

利
さ
ん
は
こ
の
隣
接
す
る
場
所
で

暮
ら
し
て
い
る
。「
毎
年
サ
ク
ラ
ソ

ウ
が
た
く
さ
ん
咲
く
の
を
見
て
き

た
が
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
工
事
が

始
ま
っ
た
年
か
ら
激
減
し
た
」。
毎

朝
飛
ん
で
き
た
オ
オ
ジ
シ
ギ
に
つ

い
て
も
「
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
工
事

が
始
ま
っ
て
か
ら
は
全
く
来
な
く

な
っ
た
」
と
嘆
く
。
オ
オ
ジ
シ
ギ

は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
飛
来
す

る
絶
滅
危
惧
種
で
、
そ
の
独
特
な

鳴
声
と
旋
回
す
る
様
子
を
見
る「
夜

明
け
の
観
察
会
」
が
行
わ
れ
た
こ

と
も
あ
る
希
少
な
鳥
だ
。

　
軽
井
沢
の
野
の
花
の
普
及
活
動

を
行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
「
わ
れ
も
こ
う
の
会
」
代
表
で
、

当
時
軽
井
沢
自
然
保
護
審
議
会
の

委
員
で
も
あ
っ
た
猪
又
裕
子
さ
ん

は
「
太
陽
光
発
電
は
必
要
と
思
い
、

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
建
設
に
賛
成
し
た
。

サ
ク
ラ
ソ
ウ
が
消
え
た
こ
と
は
残

念
。
開
発
の
場
所
に
希
少
な
植
物

が
あ
る
と
き
は
、
保
護
す
る
の
で

知
ら
せ
て
ほ
し
い
」

　
サ
ク
ラ
ソ
ウ
の
保
護
活
動
を
行

っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体「
サ

ク
ラ
ソ
ウ
会
議
」
代
表
の
須
永
久

さ
ん
は
「
町
内
の
サ
ク
ラ
ソ
ウ
を

調
査
し
て
い
る
が
、
こ
の
場
所
に

は
気
づ
か
な
か
っ
た
。
知
っ
て
い

た
ら
、
建
設
会
社
と
交
渉
し
て
移

植
す
る
な
ど
方
法
は
あ
っ
た
。
軽

井
沢
に
は
貴
重
な
自
然
が
残
っ
て

い
る
の
だ
か
ら
、
開
発
の
際
は
慎

重
に
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

 「育てて、植物のなり方を見るのが

好きなんです。どうしたら農薬を使

わずに済むかとか、どんな虫がつく

かとか、そういうことを学ぶのが楽

しい」

　5 〜 7 月に 8 話連続で放送した

NHK の土曜時代ドラマ「みをつく

し料理帖」の料理監修を尚之さんが

担当。女料理人役を務めた俳優黒木

華さんが、教室で学ぶ様子を見てい

て、気付くことは多かった。

 「黒木さんは上達が早い。メモを一

切取らずに、せがれがするのを一生

懸命見てるんですね。それからは教

室でも、私が魚をおろすときはノー

トをとることより、よく見ることを

奨めるようになりました」

　柳原家にとって家族旅行は、イコ

ール食材巡りの旅のこと。

 「『泊まる旅館は決めなくても、行

く港だけは決めておく』というのが

先代の教え。子どもたちも「夏に北

海道へ行っても、札幌ではなく昆布

の育つ海岸ばかり」と言っていたけ

れど、今では彼らのライフワーク」

　1942 年生まれ。床暖房を入れ

ているので、畑仕事のない冬も軽井

沢へ。「孫たちがスキーをするので、

一足早く来て、家を温めておくんで

す」と、孫煩悩の一面も。

金
網
の
向
こ
う
は
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
が
並

ぶ
。
大
畑
さ
ん
が
指
さ
す
方
向
に
は
、
以
前

は
サ
ク
ラ
ソ
ウ
が
た
く
さ
ん
咲
い
て
い
た

（
今
年
5
月
24
日
撮
影
）




